
令和８年度（2026年度）
大阪府豊能地区公立学校１０年経験者研修

研修を受講するにあたって

大阪府豊能地区教職員人事協議会

研修グループ
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まず、フォームにて基本情報の入力をお願いします。
・ 内容は、所属校や学年・教科等を入力するのみです。（所要時間約１分）

・ 記入いただいた内容は、研修時のグループ分け等で使用します。

入力〆切
5/15（金）





『自分』→『組織』へ
《教員の資質向上に関する指標（豊能地区）≫を

テキストマイニングしたもの

初任者
第１期（基礎形成期）

５年経験者
第２期（ミドルリーダー向上期）

１０年経験者
第３期（ミドルリーダー深化期）



１０年経験者研修の目的

１．目 的
豊能地区各市及び町が設置する小学校、中学校及び義務教育学校（以下、「豊能地
区公立学校」という。）中堅教諭等資質向上研修（５年経験者研修及び１０年経験者
研修）は、教育公務員特例法第２４条の規定に基づき、現職研修の一環として、個々の

教諭の能力、適性等に応じて、中堅教諭等としての職責を遂行する
上で必要とされる資質の向上を図ることを目的とする。

指導・助言

組織力

中心的

とりまとめ

推進

支援

コミュニケーション能力



１０年経験者研修の校外研修（内訳）

豊能地区共通研修

各市町実施 ＋ 選択研修
（※市町ごとに回数配分は異なる。）

６回

５回
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豊能地区の10年経験者研修

① 準備（本日）

② 実践（コラボ研修）

③ 振り返り

④ 人権教育

⑤ 実践報告

ミドルリーダーとして
自分にできること

（所属校での一年間を通じて。）

コラボ研修に関わる研修



②コラボ研修
第２回（7/29小学校・7/30中学校 AM）

模擬授業（初任→１０年め） 指導・助言（１０年め→初任）



実施計画書（様式３）に基づいた
自身の取り組みを交流します。

⑤実践報告の様子



校長との対話：所属校における「課題」と「問題」

ミドルリーダーとしての役割
自分のもちあじは？

自分に取り組める課題は？

【様式３】実施計画書
↓

実践報告

校長

10年経験者



10年経験者研修 実施計画書 様式３について

計画立案にあたって

校長との対話をもとに、受講者本人が記入

対話の内容（前のページの図を参照）
・所属校の学校教育目標と現状
・問題点と達成すべき諸課題
・自分のもちあじを生かして取り組めそうな課題



様式３ 研修計画書について

豊能地区共通研修

６回

各市町実施

＋

選択研修

（※市町ごとに回数配分は異なる。）

５回



様式４ 研修報告書について

１ 研修評価について

受講者自身が、この一年の校内研
修・校外研修を、自らが立てた研修目
標をもとに自己評価し、記入する。

２ 研修評価についての所見

校長先生が、「１ 研修評価」をもと
に、受講者と対話（指導・助言）し、所
見欄へ記入する。



１０年経験者研修の校外研修（内訳）

豊能地区共通研修

各市町実施 ＋ 選択研修
（※市町ごとに回数配分は異なる。）

６回

５回



選択研修について

報告⇔確認
※「校長確認欄」に署名をもらう。

（研修毎に作成）
様式５



OPPシートについて

自らの学びを振り返り、記
録していくシート。研修毎に
上書きしていく。
（研修会場で記入するもの
ではありません。）

詳細な記入例等は、手引
をご覧ください。



１０年経験者研修の手引、様式
（大阪府豊能地区教職員人事協議会HP-教職員研修-１０年経験者研修）


